
１．現況と課題

（１）環境学習の必要性
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（２）千葉県環境学習基本方針
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携・協働し、次の取組を進めます。 
① 人材の育成と活用

② 情報の提供

③ プログラム・教材の開発

④ 拠点の連携と場の活用

⑤ 機会の提供

⑥ 調査研究

⑦ 県の率先取組

エ 財政的基盤の整備

本県においては、地域に根ざした環境保全に関

する事業を展開する資金を安定的に確保するため、

平成元年度末に、「千葉県地域環境保全基金」を設

置しました。環境学習を推進していく上でこの基

金を有効に利用していきます。 
また、ふるさと千葉の自然を守るとともに、里

山や沼の失われた自然を再生し、未来へ伝える活

動を支援するため、 年２月に創設された「ちば

環境再生基金」を活用するほか、民間の環境関連

基金や資金等を積極的に活用していきます。 

２．県の施策展開  

、きづ基に」針方本基習学境環県葉千「、はで県本

世代や経験に対応して、次のような事業を展開し

ています。 
ア 人材の育成と活用

環境について幅広い視点を持った環境保全活

動・環境学習の指導者を養成することを目的に、

知識を身に付けるための一方的な講義形式の講座

ではなく、参加体験型の講座を取り入れ、自らの

体験から学んでいく参加者主体の講座を開催して

います。 
（ア）ファシリテーター養成講座

参加者の自発的な環境保全活動を引き出す

役割を担う人材を育成するため、ファシリテ

ーターを養成する講座を開催します。 
（イ）環境学習指導者養成講座「教員コース」

（環境教育指導法研修） 
教員の環境学習指導技能の向上を目的に、児

童・生徒の理解を深めさせる学習プログラムの作

り方について実習を取り入れた講座を開催しま

す。 
なお、本講座は、県教育委員会と共同で、

千葉県総合教育センター及び千葉県立中央博物

館を会場に開催しています。 
イ 情報の提供

県民が環境学習に関する情報をいつでも、どこ

でもインターネットを通じて入手できるよう、県

ホームページにおいて情報の提供を行います。 
ウ プログラム・教材の開発

「環境問題や環境にやさしい暮らしの方法を説

明した、分かりやすい教材の整備」を目標に、こ

れまで、環境学習ガイドブック、環境学習用ビデ

オライブラリー、貸出用環境学習キット、小学校

５年生向け環境学習用副読本「環境とわたしたち」、

「干潟で学ぶ『たいけんカード集』」等を作成して

きました。 
これまで作成してきた教材については、県ホー

ムページ上で公開しているほか、環境研究センタ

ーにて貸出を行っています。 
エ 拠点の連携と場の活用（環境研究センターの

取組）

環境研究センターは「千葉県環境学習基本方針」

に基づく環境学習拠点施設に位置付けられており、

展示・図書・視聴覚コーナー等を備える学習施設

を研究施設に併設しています。 
環境学習施設は、環境問題に係る展示のほか、

各種企画展示や体験型学習が行える施設となって

います。 
環境研究センターでは環境学習施設を中心に、

環境学習に関するニーズに合った情報の提供と、

これまで培った環境に係る研究成果の還元を目的

に以下の事業を行っています。 
（ア）環境講座の開催

環境研究センターでは、環境や環境問題の現

状について関心を高め、理解を深めるため、多

くの県民の方々が、様々な環境に関するテーマ

を受講できるように、環境講座を開催していま

す。

 

（１）生涯学習としての取組
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 環境研究センターで行っている研究・調査の結

果や環境ニュース等を掲載した「千葉県環境研

究センター・環境だより」を発行しています。
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